
 

 

 

 

「一人一人の社会的自立のために・・・」 

子ども支援部 

 

「COCOLO プラン」という言葉を聞いたことがあるでしょうか。令和５年３月に文部科学省から出

されたもので、「誰一人取り残されない学びの保証に向けた不登校対策」のことです。不登校により

学びにアクセスできない子どもたちをゼロにすることを目指し、以下の３本が柱となっています。 

 

 

 

 

 

 

 上記の柱の１に関わって、昨今校内教育支援センターの設置が推進されています。校内教育支援 

 

センターは、学校には行けるが教室に入りづらい、一旦不登校になったものの学校に戻りたいと思

っている児童が利用できる校内での居場所（第二の居場所・第二の学びの場）です。 

 

伏見小学校では、２階ワークスペースがこの役割を果たしており、相談支援パートナーに御協力

いただき運用されています。子ども支援部では、担任外・養護教諭とも連携して、このワークスペー

スのより有効な活用を模索しているところです。教室以外でも「学びたい。」と思ったときには学べ

る環境があり、「休みたい。」ときには休むことができる、「誰かと話したい。」と感じたときには相談

支援パートナーを中心に会話を楽しむことができる、そんな空間を目指しています。 

 

一方で、「支援センターの居心地が良くなると、教室に行けなくなるのではないか。」という意見

もあり、私自身もその懸念をもっていました。しかしある資料にこのような記述がありました。「（も

し実際にそうなってしまったら）問題の本質は第二の居場所の存在自体ではなく、本来の居場所で

あるはずの『教室』に居づらさを抱えているという、子どもからのサインなのかもしれない。」この

文章を読んで、私のもやもやは消えていきました。学ぶ場所にこだわるのではなく、一人一人の状

況を大切にすることを改めて実感したのです。 

 

 

今回紹介した校内教育支援センター以外にも、教育委員会の教育支援センター、教育支援センタ

ーオンラインコース、サテライトなど、学ぶ方法は他にも多数あります。どの機関も、教室に居づら

さを感じたり、心の SOS が出ている子どもたちが安心して学びにアクセスできたり、人とのつなが

りをもてたりすることを目指しています。学校に登校することを目標にするだけではなく、長い目

で「将来の社会的自立」を見据え、我々が一人一人の子どもの状況を踏まえて、できることを一つ一

つ積み重ねていきたいと考えています。 
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【３つの柱】 

１．不登校の児童生徒全ての学びの場を確保し、学びたいと思ったときに学べる環境を整える。 

２．心の小さな SOSを見逃さず「チーム学校」で支援する。 

３．学校の風土の「見える化」を通して、学校を「みんなが安心して学べる」場所にする。 



■夏休みを迎えるにあたって        

 

 

 

 

 

 
★夏休みの課題について 
 

 

 

 

 

 

 

 

★シャボテン強化週間・サマータイム 

 

 

 

 

     

 

 

★来年度の学級編成について 

 

 

                                          
 
 
 
 
 
■電話開通時間について  

 

 

  

(日) 曜 ８月行事予定 

１ 土 夏季休業（～8／23） 

２ 日  

３ 月  

４ 火  

５ 水  

６ 木  

７ 金  

８ 土  

９ 日  

10 月 夏季休校日 

11 火 山の日 

12 水 夏季休校日 

13 木 夏季休校日 

14 金 夏季休校日 

15 土  

16 日  

17 月  

18 火  

19 水  

20 木  

21 金  

22 土  

23 日  

24 月 
2学期始業式(4時間授業) 

シャボテン強化週間～28日 

25 火 
サマータイム(4時間授業) 

水泳（AM２３） 

26 水 サマータイム(4時間授業)  

27 木 
サマータイム(4時間授業) 

SC(AM) 

28 金 
サマータイム(4時間授業) 

６年こころの劇場（AM）hitaru 

（６年生の下校時刻は 14:00頃です。） 

29 土  

30 日  

31 月 クラブ⑤／児童面談週間 

学校でも子どもたちと確認しましたが、公園の使い方や
交通安全といった校外での過ごし方と携帯電話など SNS の
活用等については、御家庭にてお子さんと確実に約束を話
し合うようお願いします。また、水の事故に関わる指導も
全校で行いました。川や海での水遊び、花火や地域のお祭
りに行くなど、夏ならではの過ごし方が出てくると思いま
す。 
安全に楽しい夏休みを過ごせるよう、御家庭でもお子様

と一緒に今一度生活の仕方について御確認ください。 

８月のスクールカウンセリングの予定で
す。お子さんの成長に関わる悩みや相談な
どありましたら、学校に御連絡ください。 
８月 27 日(木)  ９時 30 分～11 時 45 分       

 

夏休み明けの一週間「シャボテン強化週間」「サマータイ
ム」となっております。昨今大変厳しい暑さとなる夏休み明
けです。新学期に向けた期待感をもちつつも、どの子も不安
や心配事を抱えていることと思います。そこで、全校４時間
授業とすることにより、心と体の負担を軽減するとともに、
シャボテンにしっかり取り組むことで、自分の心身の状態
を把握し、不安・心配事・困り等を相談するきっかけとでき
るようにしました。もちろん、私たち大人もこの時期の子ど
もたちの心に寄り添い、しっかりと見取っていくことを大
切にしていきましょう。 

※時間帯を御確認ください。 
【学校における電話の開通時間】 

8：00～17：00（平日・児童登校日） 
8：1０～16：２０（長期休業日） 

※土日および夏季休校日は、電話対応できませんので、御
了承願います。 

 

 各学年便りで、日常の学習と関連付けた夏休みの課題に
ついてお知らせしています。全学年一律のドリルの取組は
ありません。子どもたちが自分自身の興味がある学習に集
中して取り組んだり、得意な分野で自信を付けたり、苦手
な領域を復習したりするなど、自分自身の成長を促進する
ために、夏休みの時間を活用してほしいと考えています。 
自ら計画を立て、目標に向かって学ぶことで、主体的に

学びに向き合う力が育つと共に、自分で考えて行動する力
も育ちます。 
 夏休みの学習への取組方について、御家庭からもお子さ
んにアドバイスいただけると幸いです。 
 

次年度より、全学年が進級する際に学級編成（クラス替
え）を行います。 
１年間の子どもの成長・変化を十分に考慮し生かしなが

らより学校生活を送ることにつながると考えます。また、
新しい環境に触れたり、新たな人間関係を創ったり、する
ことによって、社会に出た際に、環境に適応し協働的に活
動する力を育むことに寄与すると考えております。どうぞ
よろしくお願いいたします。 

【令和７年度学校徴収金の決算報告について】 

お知らせが大変遅くなりまして申し訳ございません。会計

決算報告を本日すぐーるにて配信させていただきます。御確

認のほど、どうぞよろしくお願いいたします。 

★旅行の土産やプレゼントなど★ 

本校では食物アレルギーなど食

の安全を重視していること、また、

教育活動に関係のないものは持っ

てこないという日常指導を大切に

していることから、土産やプレゼン

トを学級で配らないこととしてい

ます。御理解のほどをよろしくお願

いいたします。 

★夏休み中の急な連絡★ 

急に引っ越しが決まり転校する

ことになった場合や万が一お子さ

んに関わる重大な事故などが発生

した場合、学校までお知らせくださ

い。  

 

 

★夏季休校日について★ 

全国的な課題となっている教職員

の長時間勤務等への対応策として、

夏休み期間中に「夏季休校日」の取

組を実施しております。年末年始の

休日等と同様に、学校を閉鎖させて

いただきますので、御理解と御協力

をお願いいたします。 

 


